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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

前第１四半期
累計(会計)期間

第38期
当第１四半期
累計(会計)期間

第37期　
前事業年度　

会計期間

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成22年
６月30日

売上高（千円） 376,291 384,844　 1,603,587

経常利益又は経常損失（△）（千円） △3,112 △22,998 50,064

四半期（当期）純利益又は純損失（△）（千円） △108 △22,229　 33,518

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 190,375 206,375 206,375

発行済株式総数（千株） 109 125 125

純資産額（千円）　 750,013 786,398 816,653

総資産額（千円） 3,163,206 2,974,680 2,991,594

１株当たり純資産額（円） 6,847.24 6,252.00 6,499.13

１株当たり四半期（当期）純利益金額

又は純損失（△）（円）
△0.99 △177.13 299.40

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）
－ － 287.30

１株当たり配当額（円） － － 70

自己資本比率（％） 23.7 26.4 27.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
43,967 51,657 292,174

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△5,847 △35,130 △22,122

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△151,932 △60,513 △350,585

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高（千円）
37,961 27,251 71,238

従業員数（人） 85 87 84

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２. 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、持分法適用会社が無いため記載しておりません。

３. 第37期第１四半期累計（会計）期間及び第38期第１四半期累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失である

ため記載しておりません。

４．売上高には、消費税は含まれておりません。　
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。　

　

３【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

　提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 87 (7)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当第１四半期会計期間の人員を（　）外数で記

載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当社の生産実績の内容は、販売実績とほぼ一致しているため「（３）販売実績」を参照してください。

（２）受注状況

　当社は、受注と役務の提供がほぼ同時であるため、受注管理は行っておりません。

（３）販売実績

　当第１四半期会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

建設系リサイクル事業（千円） 271,484 △0.1％

食品系リサイクル事業（千円） 64,710 △4.7％

白蟻解体工事（千円） 48,649 32.6％

合計（千円） 384,844 2.3％

（注）１．当第１四半期会計期間において主要な相手先別販売実績に該当する販売相手先はないため、記載を省略してお

ります。　

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。　

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

当第１四半期会計期間における取り組みは、取引先社数の増加並びに取引の継続による受入数量の安定化と受入平

均単価の向上に努めてまいりました。売上高は、概ね計画どおり推移しておりますが、売上構成比が計画と乖離してお

り、廃棄物の受入売上高が計画比で減少し、その他事業における解体工事が計画比で増加しております。廃棄物の受入

売上高が計画を下回った大きな要因は、前期末に発生しました前処理設備の不具合により、当社の主力設備であります

焼却設備において平成22年７月から９月上旬に大幅な受入制限を行ったためであります。

また、故障設備の入替工事に合わせ、定期補修工事を実施したことにより、修繕費、機械リース費、部品費等の発生が

集中した結果、売上総利益は48百万円（前年同四半期比40.9％減）となりました。

建設廃棄物を取り巻く事業環境は厳しい状況が継続しておりますが、新規取引先の継続率は高水準で推移しており、

焼却施設及び発電施設の受入平均単価は前年同期比で向上しております。受入制限を停止した９月中旬以降は一般廃

棄物を含め受入数量は増加傾向で推移しております。今後も営業体制の強化により受入価格の向上と受入数量の安定

化に努めるとともに前期までに契約を締結した新規取引先の売上高がプラスされるよう、売上高の向上と利益率の改

善に努めてまいります。

これらの結果、当第１四半期会計期間の売上高は384百万円（前年同四半期比2.3％増）となりました。前々期より継

続しております合理化等の費用削減により、販売管理費は前年同四半期比20.5％減、計画比16.6％減となりましたが、

売上原価において機械設備の維持管理費、解体工事の増加による外注費、猛暑による養豚集荷頭数の遅延による原価計

上等が発生したため営業損失は0百万円（前年同四半期は21百万円の営業利益）、経常損失は22百万円（前年同四半期

は３百万円の経常損失）、四半期純損失は22百万円（前年同四半期は0百万円の純損失）となりました。

　

①　建設系リサイクル事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　 当第１四半期 前第１四半期 前年同期比 計画 計画比

売上高 271 271 ▲0 274 ▲2

売上原価 246 211 35 223 22

売上総利益 24 60 ▲35 50 ▲25

建設系リサイクル事業は、取引先社数の増加と新規取引先の継続取引により受入数量は安定化する傾向でありまし

たが、機械設備の故障による大型車両の受入制限等により、木くず等バイオマスの受入数量は前年同期比で8.7％減少

しております。がれき類、廃プラスチック類等のその他廃棄物の受入数量は、取引先業種の多様化により前年同四半期

比42.8％増加しております。また、発電施設の稼働率も安定化しており、売電価格の向上とともに売電量も前年同四半

期比16.2％増加しております。

当期の売上原価は経年劣化による維持管理費を増額で見込んでおりましたが、受入制限に合わせ定期補修工事を集

中的に行った結果、修繕費、部品費等が計画を上回っております

これらの結果、当第１四半期会計期間の売上高は271百万円（前年同四半期比0.1％減）、売上総利益は25百万円（前

年同四半期比58.6％減）となりました。
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②　食品系リサイクル事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　 当第１四半期 前第１四半期 前年同期比 計画 計画比

売上高 64 67 ▲3 70 ▲5

売上原価 48 48 0 49 ▲0

売上総利益 16 19 ▲3 21 ▲4

食品系リサイクル事業は、受入数量の拡大に向けた取り組みとして前期末より開始しておりますリキッドフィード

による養豚事業の整備・構築に努めてまいりました。発酵床による豚舎整備と自動給餌システムの導入により、平成22

年９月末より給餌量は大幅に増加しております。受入原料の組み合わせと効率的な製造方法の構築により短期間で肉

質の安定した肥育方法の改善に努めております。

受入数量は建設系廃棄物同様に受入単価の向上に努めた結果、受入平均単価は2.4％向上しており、スーパー等から

受入を行っている一般廃棄物の受入数量は前年同期比22.1％増加しておりますが、食品工場等からの受入数量は

53.5％減少しております。今後も受入価格の安定した一般廃棄物の受入数量増加により、乾燥飼料と合わせリキッド

フィードの増産に向けた営業活動に努めてまいります。

売上原価は修繕費、消耗品費等、各費目において前年同期比及び計画を下回っておりますが、養豚施設において各種

整備の初期費用の発生とともに猛暑による出荷頭数の遅れにより仕掛品の評価減を原価計上したため、削減額と相殺

される結果となりました。

これらの結果、当第１四半期会計期間の売上高は64百万円（前年同四半期比4.7％減）、売上総利益は16百万円（前

年同四半期比16.5％減）となりました。

　

③　白蟻解体工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　 当第１四半期 前第１四半期 前年同期比 計画 計画比

売上高 48 36 12 43 4

売上原価 40 33 7 36 3

売上総利益 7 3 4 6 1

白蟻解体工事は、白蟻工事が既存工事が堅調に推移するとともに新築分譲住宅の工事件数が増加しております。解体

工事につきましては工事件数及び工事金額の増加により売上高及び売上総利益が前年同期を上回っております。　

これらの結果、当第１四半期会計期間の売上高は48百万円（前年同四半期比32.6％増）、売上総利益は７百万円（前

年同四半期比144.6％増）となりました。
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（２）財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の総資産の状況は、前事業年度末に比べ17百万円減少し、2,974百万円となりました。主な増

減要因は次のとおりです。

流動資産については借入金の返済等により現金及び預金が43百万円減少、肥育豚の増加により仕掛品が４百万円、繰

延税金資産が２百万円それぞれ増加したことにより、前事業年度末に比べ34百万円減少し、285百万円となりました。

固定資産については減価償却により62百万円の減少、焼却施設の前処理設備の入替工事及び養豚施設への自動給餌

システムの導入等による増加により、前事業年度末に比べて17百万円増加し、2,688百万円となりました。

流動負債については１年以内返済予定借入金が19百万円増加、設備投資等による未払金が28百円増加したことによ

り、前事業年度末に比べ48百万円増加し、447百万円となりました。

固定負債については借入金の返済等により、前事業年度末に比べ35百万円減少し、1,740百万円となりました。

純資産については四半期純損失22百万円、期末配当金８百万円の計上等により、前事業年度末に比べ30百万円減少

し、786百万円となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ43百万円減少し、27百万円となりまし

た。各活動におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は51百万円（前年同四半期は43百万円の収入）となりました。これは主に減価償却費

の計上62百万円、税引前四半期純損失25百万円の計上等によるものであります。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は35百万円（前年同四半期は5百万円の支出）となりました。これは主に有形固定資産

の取得31百万円の支出等によるものであります。

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は60百万円（前年同四半期は151百万円の支出）となりました。これは主に長期借入金

の返済30百万円、割賦及びファイナンスリース未払金の返済21百万円、期末配当金8百万円の支出等によるものであり

ます。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　

（５）研究開発活動

当第１四半期会計期間における当社の研究開発活動の支出はありません。なお、当第１四半期会計期間において、当

社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあ

りません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 240,000

計 240,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 125,500 125,500
東京証券取引所

（マザーズ）
（注）

計 125,500 125,500 － －

　（注）１．権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

　　　　２．当社は単元株制度を採用しており、１単元の株式数は10株であります。　

　　　　３．「提出日現在発行数」欄には、平成22年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

 　　平成21年９月18日定時株主総会決議

 
第１四半期会計期間末現在

（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 250

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 2,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） 3,215

新株予約権の行使期間
自　平成23年３月25日

至　平成26年３月24日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　3,215

資本組入額　　　1,608

新株予約権の行使の条件

①新株予約権者は権利行使時においても当社取締役、監査

役、従業員または当社子会社取締役、監査役、従業員のいず

れかの地位であることを要する。

②新株予約権の譲渡、質入れその他担保設定及び相続は認め

ない。

③その他新株予約権の割当に関する条件については、本総会

決議及び新株予約権発行の取締役会決議に基づき、当社と

新株予約権の割当を受ける者との間で締結する契約に定

める。

　

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については取締役会の承認

を要する。　

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 125,500 － 206,375 － 327,475
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（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

　

（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  125,460 12,546 （注）

単元未満株式 普通株式       40 － （注）

発行済株式総数 125,500 － －

総株主の議決権 － 12,546 －

　（注）　権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年７月 ８月 ９月

最高（円） 3,170 3,145 3,000

最低（円） 2,695 2,711 2,760

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズ市場におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第１四半期累計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期会計期間

（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22年７月１日から平成22年９

月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間（平成21年７月１日から平成

21年９月30日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財

務諸表並びに当第１四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第１四半期累計期間

（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、清和監査法人による四半期レ

ビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について　　

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。 

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　　0.3％

売上高基準　　　　1.6％

利益基準　　　　▲2.9％

利益剰余金基準　▲0.9％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,251 71,238

受取手形及び売掛金 181,173 180,150

仕掛品 10,890 6,453

原材料及び貯蔵品 4,586 4,056

前払費用 25,382 29,569

繰延税金資産 34,914 32,595

その他 6,100 509

貸倒引当金 △4,439 △4,388

流動資産合計 285,860 320,184

固定資産

有形固定資産

建物 1,527,607 1,506,993

減価償却累計額 △420,629 △405,862

建物（純額） 1,106,977 1,101,130

構築物 263,761 254,134

減価償却累計額 △145,170 △141,829

構築物（純額） 118,591 112,305

機械及び装置 2,451,237 2,428,816

減価償却累計額 △1,372,048 △1,346,814

機械及び装置（純額） 1,079,188 1,082,001

車両運搬具 48,340 41,132

減価償却累計額 △38,771 △38,137

車両運搬具（純額） 9,569 2,995

工具、器具及び備品 35,406 31,226

減価償却累計額 △27,277 △26,490

工具、器具及び備品（純額） 8,128 4,735

生物 1,205 1,205

減価償却累計額 △194 △93

生物（純額） 1,010 1,111

土地 319,262 319,252

建設仮勘定 6,402 3,941

有形固定資産合計 2,649,131 2,627,475

無形固定資産

その他 7,160 6,985

無形固定資産合計 7,160 6,985

投資その他の資産

関係会社株式 35 35

その他 34,121 38,466

貸倒引当金 △1,629 △1,551

投資その他の資産合計 32,527 36,949

固定資産合計 2,688,819 2,671,410

資産合計 2,974,680 2,991,594
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 97,126 78,997

1年内返済予定の長期借入金 192,504 172,506

未払金 127,961 99,046

未払法人税等 1,159 3,532

賞与引当金 5,775 －

その他 23,376 45,078

流動負債合計 447,902 399,160

固定負債

長期借入金 1,569,554 1,619,555

長期未払金 129,171 112,959

繰延税金負債 852 2,465

その他 40,800 40,800

固定負債合計 1,740,378 1,775,780

負債合計 2,188,281 2,174,941

純資産の部

株主資本

資本金 206,375 206,375

資本剰余金 327,475 327,475

利益剰余金 250,776 281,790

株主資本合計 784,626 815,640

新株予約権 1,771 1,012

純資産合計 786,398 816,653

負債純資産合計 2,974,680 2,991,594
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 376,291 384,844

売上原価 293,620 ※1
 336,021

売上総利益 82,670 48,822

販売費及び一般管理費 ※2
 61,659

※2
 49,034

営業利益又は営業損失（△） 21,011 △212

営業外収益

受取利息 13 10

金利スワップ評価益 522 －

パークゴルフ入場料 1,344 －

受取家賃 600 1,800

その他 400 255

営業外収益合計 2,882 2,066

営業外費用

支払利息 22,811 19,518

支払手数料 2,447 2,116

その他 1,747 3,218

営業外費用合計 27,006 24,852

経常損失（△） △3,112 △22,998

特別利益

固定資産売却益 1,044 699

特別利益合計 1,044 699

特別損失

固定資産除却損 － 3,432

貸倒引当金繰入額 380 －

その他 510 77

特別損失合計 890 3,510

税引前四半期純損失（△） △2,958 △25,808

法人税、住民税及び事業税 283 353

法人税等調整額 △3,133 △3,932

法人税等合計 △2,849 △3,578

四半期純損失（△） △108 △22,229
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △2,958 △25,808

減価償却費 69,928 62,791

貸倒引当金の増減額（△は減少） 712 128

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,862 5,775

金利スワップ評価損益（△は益） △522 －

金利キャップ評価損益（△は益） － △19

受取利息及び受取配当金 △13 △10

支払利息 22,811 19,518

固定資産除却損 － 3,432

有形固定資産売却損益（△は益） △1,044 △699

売上債権の増減額（△は増加） △16,184 △1,118

たな卸資産の増減額（△は増加） △69 △4,966

仕入債務の増減額（△は減少） △1,952 18,129

その他 △8,091 △6,293

小計 68,477 70,857

利息及び配当金の受取額 29 10

利息の支払額 △23,380 △17,724

法人税等の支払額 △1,158 △1,311

営業活動によるキャッシュ・フロー 43,967 51,832

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △7,270 △31,306

無形固定資産の取得による支出 － △684

有形固定資産の売却による収入 1,322 －

貸付金の回収による収入 40 60

その他 61 △3,375

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,847 △35,305

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 20,000 －

長期借入れによる収入 50,000 －

長期借入金の返済による支出 △106,985 △30,003

社債の償還による支出 △77,500 －

割賦債務の返済による支出 △34,611 △18,763

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,836 △2,962

配当金の支払額 － △8,785

財務活動によるキャッシュ・フロー △151,932 △60,513

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △113,811 △43,987

現金及び現金同等物の期首残高 151,772 71,238

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 37,961

※1
 27,251
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しており

ます。これによる、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１．たな卸資産の評価方法 当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し、前事業

年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によって

おります。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 減価償却費の方法として定率法を採用している資産については、事業年度に

係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　　該当事項はありません。　

　

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　１　　　　　　　　　────── ※１　売上原価に算入されている仕掛品の評価減の額は次

のとおりであります。　　　　　 　6,449千円

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

支払手数料       12,824千円

従業員給料及び手当       12,787 

役員報酬      6,765 

貸倒引当金繰入額      332 

支払手数料       11,772千円

従業員給料及び手当       13,417 

役員報酬      6,165 

貸倒引当金繰入額      50 

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定      37,961

預入期間が３か月を超える定期預金  －

現金及び現金同等物     37,961

 （千円）

現金及び預金勘定      27,251

預入期間が３か月を超える定期預金  －

現金及び現金同等物     27,251

　

　２　　　　　　　　──────　

　

　２　重要な非資金取引　

　　当第１四半期累計期間に計上したファイナンス・リー

ス取引に係る資産の額は27,108千円、債務の額は

28,463千円であります。
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成22年９月30日）及び当第１四半期累計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９

月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　125,500株　

 

２．自己株式の種類及び株式数

該当事項はありません。　

 

３．新株予約権等に関する事項　

　ストックオプションとしての新株予約権

　　新株予約権の四半期会計期間末残高　　　　1,771千円　

　

４．配当に関する事項

　　配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年９月27日

定時株主総会
普通株式 8,785 70平成22年６月30日平成22年９月28日　利益剰余金 

　　　　

５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項　

株主資本の額は、前事業年度末と比較して著しい変動はありません。

　

（金融商品関係）

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（デリバティブ取引関係）

デリバティブ取引の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期会計期間において、ストック・オプション等の付与はありません。

　

（資産除去債務関係）

　当社は、本社事務所の建物に係る不動産賃貸契約及び事業所の土地に係る定期借地権契約に基づき、退去時にお

ける原状回復に係る債務を有しておりますが、当該債務に関連する賃貸資産の使用期間が明確でなく、将来本社

事務所及び事業所を移転する予定もないことから、資産除去債務を合理的に見積ることができません。そのため、

当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。　

　

EDINET提出書類

株式会社フジコー(E05396)

四半期報告書

18/23



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、サービスの性質及びサービスの提供方法に基づいて事業カテゴリーを区分し、包括的な戦略の立

案、事業活動を展開しております。したがって、当社は、事業カテゴリー別に「建設系リサイクル事業」、

「食品系リサイクル事業」及び「白蟻解体工事」の３つを報告セグメントとしております。

　「建設系リサイクル事業」は、各種事業者等から排出される産業廃棄物及び一般廃棄物を未利用資源と

して受け入れし、当社が保有する施設におきまして発電処理、破砕処理、焼却処理、減容処理等によるリサ

イクルを行っております。発電処理では受入れた各廃棄物に含まれる木くず、紙くず等のバイオマス（生

物資源）を原料としたバイオマス発電により温室効果ガスの削減を推進し、自然エネルギーとして付加価

値の高い電気を電力市場へ供給しております。

　「食品系リサイクル事業」は、食品関連事業者等から排出される産業廃棄物及び一般廃棄物を食品循環

資源として受け入れし、当社の保有する施設におきまして堆肥化処理、飼料化処理、乾式メタン発電等によ

るリサイクルを行っております。飼料化処理では食品循環資源を液状化させたリキッドフィードを養豚事

業等の畜産事業者へ供給することを目的としており、現在は当社が保有する茨城県内の養豚施設（鉾田

ファーム）において配合飼料の代替飼料として利用し、肥育豚の肉質安定化と肥育方法の改善に努めてお

ります。

　「白蟻解体工事」は、建築関連事業者等からの依頼により、住宅及びアパート等の解体工事、白蟻予防工

事の見積調査及び施工を主として行っております。あわせて、リフォーム会社からの依頼により、既存住宅

の白蟻防除工事、家屋害虫の駆除工事、住み替え住宅の白蟻防除システムの施工等を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
建設系

リサイクル事業
食品系

リサイクル事業
 白蟻解体工事 合計

売上高     

外部顧客への売上高 271,484 64,710 48,649 384,844
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － －

計 271,484 64,710 48,649 384,844

セグメント利益 24,912 16,146 7,763 48,822

　

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 48,822

セグメント間取引消去 －

のれんの償却額 －

全社費用（注） △49,034

棚卸資産の調整額 －

四半期損益計算書の営業利益又は損失（△） △212

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

　

（追加情報）

当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月

21日）を適用しております。

　

（賃貸等不動産関係）

重要性が乏しいと考えられるため注記を省略しております。

　

（１株当たり情報）
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１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年６月30日）

１株当たり純資産額 6,252.00円 １株当たり純資産額 6,499.13円

　

２．１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 0.99円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純

損失であるため記載しておりません。

 

１株当たり四半期純損失金額 177.13円

同左  

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失（千円） 108 22,229

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 108 22,229

期中平均株式数（千株） 109 125

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

（リース取引関係）

当第１四半期会計期間におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりま

せん。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月６日

株式会社フジコー

取締役会　御中

清和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 筧　　悦生　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 戸谷　英之　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジコー

の平成21年７月１日から平成22年６月30日までの第37期事業年度の第１四半期会計期間(平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジコーの平成21年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は四半期経常損失3,112千円及び四半期純損失108千円を

計上し、また、一部の借入契約について契約に規定された財務制限条項に抵触している。そのため、継続企業の前提に重要

な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。な

お、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。四半期財務諸

表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四半期財務諸表に反映されていない。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　                                                                                                  以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月11日

株式会社フジコー

取締役会　御中

清和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 筧　　悦生　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 戸谷　英之　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

コーの平成22年７月１日から平成23年６月30日までの第38期事業年度の第１四半期会計期間（平成22年７月１日から平

成22年９月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジコーの平成22年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　                                                                                                  以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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